
発行 昭和63年7月28日　発行所 世田谷区世田谷4丁目21－27 世田谷区議会事務局（412）I　r　I　I 郵便番号154発行人 事務局長 清水潤三

A　　　齢 ““　“　　A （　　／《 　　　本号の概要
1面／議決内容　　　　4面／請願　特集
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北
沢
タ
ウ
ン
ホ
ー
ル

新
築
工
事
契
約
な
ど
を
可
決

　
今
号
で
は
、
昭
和
6
3
年
第
2
回
定
例
会
で
の
審
議
内
容
な

ど
を
e
紹
介
し
ま
す
。

　
今
回
の
定
例
会
は
、
6
月
1
3
日
か
ら
2
0
日
ま
で
8
日
間
の

会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

議
決
内
容

　
議
決
さ
れ
た
案
件
の
概
要
を
O
紹
介
し
ま
す
。

今
回
の
定
例
会
に
は
、
1
9
の
案
件
が
区
長
よ
り
提

出
さ
れ
ま
し
た
。

●
工
事
請
負
契
約
の
締
結
　
6
件

O
仮
称
北
沢
タ
ウ
ン
ホ
ー
ル
新
築
工
事

　
（
賛
成
多
数
　
殿
瞥
継
公
、
社
、
共
、
民
．
無
ク
、
篶
ク
）

　
契
約
金
額
1
1
三
二
億
円
　
工
期
ー
6
5
年
6
月
3
0

　
日
　
工
事
概
要
旺
鉄
骨
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

　
地
下
3
階
地
上
1
2
階
建
　
建
設
地
H
北
沢
2
丁

　
目
8

0
河
口
湖
林
間
学
園
体
育
館
新
築
工
事

　
（
全
員
賛
成
）

　
契
約
金
額
1
七
億
七
五
〇
〇
万
円
　
工
期
ー
6
4

　
年
7
月
1
0
日
　
工
事
概
要
ー
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

　
ト
造
（
一
部
鉄
骨
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
）
3

　
階
建
　
そ
の
他
既
存
建
物
改
修
工
事
な
ど

　
建
設
地
ー
山
梨
県
南
都
留
郡
河
口
湖
町
大
石
字

湖
中

○
仮
称
祖
師
谷
地
区
会
館
新
築
工
事

　
（
全
員
賛
成
）

　
契
約
金
額
ー
一
億
五
五
〇
〇
万
円
　
工
期
ー
6
4

　
年
8
月
2
5
日
　
工
事
概
要
旺
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

　
ト
造
　
地
下
1
階
地
上
2
階
建
　
建
設
地
ー
祖

師
谷
3
丁
目
3
0

0
旧
玉
川
図
書
館
改
修
工
事

　
（
全
員
賛
成
）

　
契
約
金
額
睦
一
億
二
四
五
〇
万
円
　
工
期
ー
64

引●

　
年
1
月
3
1
日
　
工
事
概
要
ー
内
部
及
び
外
壁
な

ど
の
改
修
工
事

O
下
水
道
枝
線
工
事
（
全
員
賛
成
）

工
　
事
　
名

契
約
金
額
工
期
（
6
4
年
〉

大
蔵
6
丁
目
付
近

三
億
六
八
O
O
万
円

3
月
3
0
日

南
鳥
山
4
丁
目

　
　
　
　
　
付
近

　
〃
6
丁
目

三
億
四
九
〇
〇
万
円

●
条
例
の
一
部
改
正
　
3
件

O
地
区
会
館
条
例
（
全
員
賛
成
）

　
九
品
仏
地
区
会
館
（
奥
沢
7
丁
目
3
4
1
3
）
を

新
設
し
た
。

○
区
税
条
例

　
（
賛
成
多
数
　
驕
晶
、
公
、
社
、
罠
．
無
ウ
、
生
活
ク
、
行
革
）

　
地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
土
地
な
ど
の

　
譲
渡
所
得
課
税
の
特
例
に
つ
い
て
税
率
な
ど
を

　
改
正
し
、
あ
わ
せ
て
規
定
の
整
備
を
図
っ
た
。

○
児
童
育
成
手
当
条
例
（
全
員
賛
成
）

　
手
当
の
額
を
月
額
五
〇
〇
円
引
き
上
げ
た
。

O
区
道
路
線
の
認
定
・
廃
止
　
8
件

　
（
全
員
賛
成
）

区
分

所
　
在
　
地

延
長
（
m
V

認
定

給
田
4
丁
目
6

三
七
西
七

八
幡
山
2
丁
目
3

九
六
九
三

用
賀
3
丁
目
1

六
丁
三

喜
多
見
7
丁
目
3
3
・
34

八
四
・
六
四

喜
多
見
9
丁
目
1

六
七
・
五
〇

喜
多
見
9
丁
目
7

七
〇
八
九

上
祖
師
谷
2
丁
目
1
9
・
2
0
・
m

一
九
五
・
〇
二

廃
止

喜
多
見
9
丁
目
1
・
7

七
四
・
一
八

㊥
農
業
委
員
会
委
員
の
推
薦
（
全
員
賛
成
）

　
議
会
と
し
て
、
吉
本
保
寿
議
員
（
公
明
）
を
区

　
長
に
対
し
て
推
薦
し
た
。

●
助
役
選
任
の
同
意
　
1
件
（
全
員
賛
成
）

　
佐
野
　
公
也
　
6
1
歳
（
再
任
）

ト

・
本
会
議
と
委
員
会
審
査

肝励
　
本
会
議
は
、
区
議
会
の
意
思
を
決
め
る
大

鋤
切
な
役
割
を
も
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ

珈
　
の
本
会
議
は
、
議
員
全
員
が
議
場
に
集
ま
っ

糊
て
会
議
を
行
う
た
め
、
多
く
の
議
案
な
ど
を

鋤
細
か
く
専
門
的
に
審
議
し
に
く
い
面
も
あ
り

ゅ
ま
す
。
そ
こ
で
、
ほ
と
ん
ど
の
議
案
は
委
員

胴
会
に
付
託
し
、
審
査
し
て
い
ま
す
。

㎜
　
今
回
の
定
例
会
で
も
、
各
委
員
会
で
議
案

鋤
に
対
し
て
慎
重
に
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

”
そ
の
な
か
で
、
話
題
と
な
っ
た
議
案
の
委
員

勝
会
で
の
審
査
内
容
を
お
伝
え
し
ま
す
。

ル酬
　
〈
仮
称
北
沢
タ
ウ
ン
ホ
ー
ル
新
築
工
事
〉

㎜
　
北
沢
タ
ウ
ン
ホ
ー
ル
は
、
地
域
住
民
の
文

謝
化
・
集
会
施
設
、
さ
ら
に
、
昭
和
6
5
年
に
開

粉
設
予
定
の
地
域
事
務
所
を
含
む
総
合
施
設
と

か
棚
し
て
建
設
さ
れ
る
も
の
で
す
。
こ
の
建
物
は
、

脚
敷
地
の
一
部
を
、
民
間
の
土
地
を
借
り
受
け

槻
て
建
設
す
る
と
い
う
、
民
有
地
を
利
用
し
て

悌
公
共
の
建
物
を
整
備
す
る
初
め
て
の
ケ
ー
ス

渤
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
議
会
で
も
論
議
を
呼
び

粉
ま
し
た
。

励
　
企
画
総
務
委
員
会
で
は
、
ま
ず
、
区
側
か

か
　
ら
、
建
設
に
至
る
経
緯
、
敷
地
の
一
部
を
提

　
供
す
る
小
田
急
バ
ス
と
の
基
本
協
定
事
項
、

伽
建
設
概
要
な
ど
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
委

恥
員
か
ら
も
、
基
本
協
定
の
具
体
的
な
内
容
、

　
財
産
を
区
分
所
有
す
る
こ
と
の
適
法
性
な
ど

　
に
つ
い
て
、
質
疑
が
多
く
出
さ
れ
、
こ
れ
ら

捌
に
対
し
、
特
に
、
建
物
に
つ
い
て
は
「
弁
護

　
士
等
と
検
討
し
て
き
た
結
果
、
違
法
性
は
な

芳
い
」
と
の
理
事
者
側
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

芳
　
そ
の
ほ
か
、
多
く
の
視
点
か
ら
の
質
疑
の

蹴
後
、
委
員
会
で
は
こ
の
議
案
を
原
案
ど
お
り

　
可
決
し
ま
し
た
。
な
お
、
こ
の
閻
題
に
つ
い

㎜
て
は
、
関
連
の
あ
る
区
民
生
活
委
員
会
で
も

の
論
議
さ
れ
て
い
ま
す
。

帯
　
〈
下
水
道
枝
線
工
事
2
件
〉

”
　
こ
の
2
件
の
下
水
道
枝
線
工
事
は
、
既
に

、
5
月
の
臨
時
会
で
可
決
さ
れ
、
契
約
を
終
え

　
て
い
る
も
の
で
す
が
、
請
負
っ
た
業
者
が
、

　
東
京
都
の
下
水
道
工
事
で
不
正
事
件
を
起
こ

　
し
た
こ
と
か
ら
、
契
約
を
解
除
し
、
改
め
て

　
契
約
案
件
と
し
て
提
案
さ
れ
た
も
の
で
す
。

ル
　
企
画
総
務
委
員
会
で
は
、
前
契
約
を
解
除

　
し
た
経
緯
、
区
民
生
活
へ
の
影
響
、
緊
急
措

　
置
と
し
て
随
意
契
約
と
し
た
理
由
な
ど
に
つ

朔
い
て
審
査
し
た
後
、
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま

　
し
た
。

　
（
本
会
議
で
の
賛
否
は
議
決
内
容
の
と
お
り
で
す
）

く《く（’（｛（く（’ぐく（（（’く’てく（くく＝（く（べく｛く《照く�
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　　　　　　　　　　　問　　　　　　　質　　　表

　
初
日
の
本
会
議
で
、
5
人
の
議
員
が
そ
れ
ぞ
れ

の
会
派
を
代
表
し
て
質
問
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の

要
旨
を
お
伝
え
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
ぜ
－
紹

　
　
　
－
　
　
　
じ
　
　
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
恥

　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4

　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
亀
　
　
　
7

　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
奄
　
　
　
　
　
　
　
　
i

　
　
　
　
　
　
　
　
O
　
　
芒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佃
．
ウ

　
　
　
　
　
　
　
　
O

　
　
　
　
　
　
　
店

　
　
　
　
　
　
　
嚇

　
　
活
力
あ
る
都
市
世
田
谷
の

　
　
実
現
を
め
ざ
し

　
　
全
力
で
取
り
組
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
自
由
民
主
党
1

質
間
　
2
1
世
紀
を
展
望
し
、
安
全
で
快
適
な
、
活

力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
全
力
で
取
り
組
め
。
地
域

行
政
の
拠
点
と
な
る
地
域
事
務
所
の
開
設
に
向
け
、

機
能
の
充
実
、
人
材
の
確
保
な
ど
、
準
備
に
万
全

を
期
せ
。
区
民
に
身
近
な
出
先
機
関
の
拡
充
に
も

努
め
よ
。
庁
舎
の
狭
あ
い
化
を
解
消
す
る
た
め
、

新
庁
舎
の
建
設
を
検
討
せ
よ
。
個
性
的
で
魅
力
あ

る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
都
市
景
観
の

調
和
を
図
る
な
ど
、
区
の
イ
メ
ー
ジ
を
高
め
る
“
C

I
”
運
動
を
展
開
せ
よ
。
さ
ら
に
、
特
別
区
制
度

改
革
の
実
現
に
取
り
組
め
。
ま
た
、
北
沢
タ
ウ
ン

ホ
ー
ル
の
建
設
事
業
は
ど
う
進
め
て
い
く
の
か
。

区
長
　
助
役
　
地
域
で
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充

を
め
ざ
し
、
強
力
な
推
進
体
制
で
地
域
事
務
所
の

開
設
に
取
り
組
む
。
庁
舎
の
問
題
は
、
長
期
的
展

望
の
も
と
に
検
討
し
て
い
く
。
世
田
谷
に
ふ
さ
わ

し
い
イ
メ
ー
ジ
づ
く
り
に
努
め
る
。
制
度
改
革
の

実
現
に
も
努
め
て
い
く
。
タ
ウ
ン
ホ
ー
ル
は
区
の

単
独
事
業
と
し
て
取
り
組
む
。

質
問
　
都
市
基
盤
の
整
備
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
根

幹
だ
。
三
軒
茶
屋
の
再
開
発
で
は
、
事
業
を
推
進

す
る
た
め
、
十
分
な
財
源
を
確
保
し
、
強
力
に
取

り
組
め
。
都
市
の
活
力
を
維
持
す
る
た
め
、
地
価

高
騰
に
よ
る
若
い
世
代
の
区
外
転
出
を
防
ぐ
住
宅

対
策
を
進
め
よ
。
商
業
の
振
興
も
重
要
な
課
題
だ
。

地
域
特
性
を
生
か
し
た
商
店
街
の
活
性
化
に
積
極

的
に
取
り
組
め
。

区
長
　
助
役
　
組
合
の
設
立
を
急
ぎ
、
国
や
都
の

協
力
を
得
て
事
業
を
推
進
し
て
い
く
。
専
門
家
に

よ
る
住
宅
問
題
懇
談
会
を
設
置
し
、
検
討
を
進
め

て
い
る
。
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
な
ど
の

商
業
環
境
整
備
事
業
を
推
進
す
る
な
ど
、
商
店
街

の
振
興
策
を
強
化
し
て
い
く
。

）
団
口
団

□
口
□

田
田
口

　　　　　　か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

区
民
の
定
住
化
に
向
け

大
胆
な
手
法
で

住
宅
の
供
給
を
図
れ

　
　
　
　
　
　
　
1
公
　
明
　
党
ー

質
間
　
地
価
高
騰
の
な
か
、
区
民
の
定
住
化
を
促

進
す
る
住
宅
対
策
が
必
要
だ
。
国
・
公
有
地
の
有

効
活
用
、
木
造
都
営
住
宅
の
早
期
建
替
え
、
既
存

施
設
の
高
度
・
有
効
利
用
な
ど
、
大
胆
な
手
法
で

住
宅
供
給
策
を
強
力
に
進
め
よ
。
さ
ら
に
、
国
、

都
の
高
齢
者
集
合
住
宅
供
給
事
業
の
誘
導
や
、
借

上
住
宅
の
戸
数
の
増
加
も
図
れ
。

区
長
　
助
役
　
公
有
地
の
活
用
方
法
な
ど
に
つ
い

て
調
査
、
検
討
し
て
い
く
。
国
な
ど
の
協
力
を
得

て
高
齢
者
住
宅
の
確
保
に
取
り
組
む
。
借
上
住
宅

の
増
設
は
、
積
極
的
に
進
め
て
い
く
。

質
間
　
発
足
す
る
福
祉
公
社
は
、
法
人
化
や
財
源

の
確
保
に
努
め
る
と
と
も
に
、
地
域
福
祉
の
核
と

な
る
よ
う
機
能
さ
せ
よ
。
高
齢
者
の
資
産
活
用
に

よ
る
ミ
ニ
老
人
ホ
ー
ム
の
建
設
、
障
害
者
の
親
亡

き
後
の
財
産
管
理
、
マ
ン
パ
ワ
ー
の
確
保
に
も
取

り
組
め
。
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
の
導
入
で
は
、
機

器
の
設
置
数
の
拡
大
、
協
力
員
の
確
保
、
区
民
へ

の
P
R
の
徹
底
な
ど
、
施
策
を
強
力
に
推
進
せ
よ
。

助
役
　
高
齢
化
対
策
室
長
　
福
祉
公
社
検
討
委
員

会
の
提
言
を
ふ
ま
え
、
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
総

合
的
な
提
供
を
め
ざ
し
た
い
。
通
報
シ
ス
テ
ム
の

導
入
に
は
、
柔
軟
に
対
応
し
て
い
き
た
い
。

質
間
　
学
校
施
設
の
地
域
へ
の
開
放
が
強
く
求
め

ら
れ
て
い
る
。
プ
ー
ル
の
温
水
化
な
ど
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場
と
も
な
る
よ
う
、
施
設
を
整
備

せ
よ
。
空
き
教
室
の
一
層
の
活
用
を
図
れ
。
社
会

の
先
端
技
術
化
に
対
応
し
、
小
中
学
校
の
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
教
育
を
充
実
せ
よ
。

教
育
長
　
学
校
プ
ー
ル
の
温
水
化
は
検
討
し
て
い

く
。
施
設
の
開
放
を
積
極
的
に
進
め
る
。
パ
ソ
コ

ン
を
利
用
し
た
図
書
館
教
育
な
ど
の
拡
充
に
努
め

て
い
く
。
、

の
”
，
ウ

㌧

　
　
区
民
生
活
を
脅
か
す

　
　
大
型
間
接
税
の
導
入
に

　
　
反
対
せ
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
日
本
社
会
党
ー

質
間
　
国
の
大
型
間
接
税
導
入
の
動
き
に
対
し
、

区
長
は
反
対
の
立
場
を
明
確
に
せ
よ
。

区
長
　
区
民
生
活
に
与
え
る
影
響
を
考
慮
し
、
国

会
で
の
慎
重
な
審
議
を
望
ん
で
い
る
。

質
間
　
地
域
福
祉
の
展
開
は
、
安
上
が
り
福
祉
で

は
な
く
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
の
生
活
を
保
障
す

る
立
場
か
ら
進
め
よ
。
建
設
中
の
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
は
、
地
域
福
祉
の
核
と
し
て
機
能
さ
せ
よ
。

高
齢
者
の
在
宅
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
を
図
れ
。
車
い

す
で
の
生
活
に
配
慮
し
て
、
障
害
者
の
生
活
環
境

整
備
に
も
努
め
よ
。
自
立
を
助
け
る
就
労
施
設
を

充
実
せ
よ
。
介
護
人
派
遣
事
業
の
拡
大
も
図
れ
。

男
性
の
家
庭
奉
仕
員
の
採
用
も
考
え
よ
。

助
役
　
福
祉
部
長
　
地
域
で
自
立
し
た
生
活
が
営

め
る
よ
う
、
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
と
し
て
施
策
を
進

め
た
い
。
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
の
供
給
を
考
え
て

い
き
た
い
。
整
備
指
針
を
定
め
て
取
り
組
ん
で
い

く
。
入
所
者
の
自
立
を
援
助
し
て
い
く
。
派
遣
日

数
の
増
加
や
男
性
の
採
用
も
検
討
し
て
み
た
い
。

質
問
　
区
民
が
定
住
で
き
る
住
宅
対
策
を
強
力
に

進
め
よ
。
公
的
住
宅
の
建
設
基
金
を
創
設
せ
よ
。

助
役
　
社
会
情
勢
の
変
化
に
対
応
し
た
庄
宅
政
策

を
確
立
し
て
い
く
。

質
間
　
精
神
障
害
者
の
社
会
復
帰
を
図
る
た
め
、

既
存
施
設
へ
の
併
設
も
含
め
、
生
活
訓
練
の
場
の

確
保
に
取
り
組
め
。

助
役
　
共
同
作
業
所
の
新
設
や
民
間
施
設
へ
の
助

成
拡
大
に
努
め
て
い
く
。

質
問
　
平
和
都
市
宣
言
に
基
づ
く
平
和
事
業
を
積

極
的
に
推
進
せ
よ
。
な
お
、
都
の
下
水
道
工
事
に

か
か
わ
る
区
内
業
者
の
汚
職
は
極
め
て
遺
憾
だ
。

厳
正
に
対
処
す
る
よ
う
要
望
す
る
。

区
長
　
平
和
施
策
の
充
実
を
図
っ
て
い
く
。

軸
“〔 雪

ウ
　つ
尋

　
　
軍
拡
と
大
企
業
本
位
の

　
　
新
大
型
間
接
税
導
入
に

　
　
反
対
せ
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
日
本
共
産
党
－

質
間
　
国
は
、
軍
備
拡
大
の
財
源
づ
く
り
と
財
界

の
減
税
要
求
に
応
え
る
新
大
型
間
接
税
の
導
入
を

も
く
ろ
ん
で
い
る
。
区
民
生
活
を
守
る
立
場
か
ら
、

区
長
は
導
入
反
対
の
意
を
表
明
せ
よ
。

区
長
　
区
民
生
活
に
重
大
な
影
響
を
及
ぽ
さ
な
い

よ
う
、
国
会
で
の
慎
重
な
審
議
を
望
ん
で
い
る
。

質
間
　
特
別
区
制
度
改
革
で
は
、
地
方
自
治
体
へ

の
財
政
負
担
の
転
嫁
を
許
さ
な
い
真
の
自
治
権
拡

充
を
め
ざ
し
、
区
民
と
と
も
に
運
動
を
展
開
せ
よ
。

区
長
　
改
革
の
実
現
に
向
け
、
P
R
を
強
化
す
る

な
ど
、
幅
広
い
運
動
を
強
力
に
進
め
て
い
く
。

質
間
　
国
や
都
の
福
祉
保
健
行
政
の
後
退
が
進
ん

で
い
る
が
、
住
民
の
要
求
に
応
え
る
公
的
福
祉
行

政
の
一
層
の
拡
充
が
必
要
だ
。
家
庭
奉
仕
員
制
度

の
充
実
や
高
齢
者
の
住
宅
対
策
に
積
極
的
に
取
り

組
め
。
公
的
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
低
水
準
の
ま
ま
、

福
祉
の
有
料
化
を
進
め
る
こ
と
は
、
支
払
い
能
力

に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
の
差
を
招
く
な
ど
、
問
題
が
あ

る
。
設
立
予
定
の
福
祉
公
社
で
行
う
事
業
内
容
の

あ
り
方
は
、
慎
重
に
検
討
せ
よ
。

助
役
　
社
会
情
勢
の
変
化
に
対
応
し
、
公
的
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
努
め
る
。
福
祉
公
社
の
事
業

内
容
は
、
更
に
検
討
し
て
い
く
。

質
間
　
三
軒
茶
屋
の
再
開
発
は
、
地
元
で
生
活
、

営
業
し
て
い
る
住
民
の
合
意
の
も
と
に
進
め
る
こ

と
が
基
本
だ
。
再
開
発
事
業
の
内
容
や
、
日
照
な
ど

周
辺
環
境
へ
の
影
響
を
広
く
区
民
に
周
知
し
、
庄

民
生
活
を
守
る
立
場
で
検
討
せ
よ
。
な
お
、
都
の

下
水
道
工
事
汚
職
に
関
係
し
た
区
内
業
者
は
、
厳

正
に
処
分
す
る
よ
う
要
望
す
る
。

助
役
　
ビ
ラ
の
配
布
、
説
明
会
の
開
催
な
ど
で
住

民
の
理
解
を
求
め
て
き
た
。
今
後
も
、
環
境
調
査

の
内
容
を
公
表
し
て
い
く
。
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広
く
区
民
の
協
力
を
得
て

　
制
度
改
革
の
実
現
に

　
　
全
力
を
あ
げ
よ

　
　
　
　
　
　
1
民
社
党
・
無
所
属
ク
一
ス
フ
ー

質
間
　
自
治
権
の
拡
充
を
め
ざ
す
特
別
区
制
度
の

改
革
で
は
、
実
現
の
前
提
と
な
る
国
の
地
方
制
度

調
査
会
の
答
申
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
今
後
ど

う
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。
国
の
動
向
を
見
守
る

だ
け
で
な
く
、
区
政
の
身
近
な
諸
課
題
の
解
決
に

努
め
、
広
く
区
民
の
協
力
を
得
て
、
改
革
の
実
現

に
向
け
た
運
動
を
展
開
せ
よ
。

区
長
　
世
田
谷
”
市
”
実
現
を
め
ざ
す
区
民
の
会
を

戸

中
心
に
幅
広
い
活
動
を
展
開
す
る
と
と
も
に
、
地

域
事
務
所
の
設
置
な
ど
、
体
制
の
整
備
を
進
め
る
。

質
問
　
重
度
重
複
障
害
者
に
対
す
る
養
護
学
校
卒

業
後
の
対
策
が
重
要
な
課
題
だ
。
各
施
設
に
特
色

を
も
た
せ
、
施
設
間
の
交
流
を
促
進
せ
よ
。
民
営

施
設
へ
の
物
品
の
発
注
を
増
や
す
な
ど
、
更
に
援

助
を
行
え
。
障
害
者
施
策
を
体
系
化
し
、
個
人
O

と
に
き
め
細
か
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
体
制

を
確
立
せ
よ
。
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
開
設
に
向

け
、
障
害
の
程
度
に
応
じ
、
適
切
な
入
所
施
設
を

判
断
で
き
る
専
門
ス
タ
ッ
フ
を
配
置
せ
よ
。
補
装

具
な
ど
の
適
合
判
定
を
す
る
機
能
も
も
た
せ
よ
。

ま
た
、
館
内
の
喫
茶
室
や
案
内
な
ど
に
障
害
者
を

雇
用
し
、
就
労
の
場
の
拡
大
を
図
れ
。
運
営
す
る

職
員
の
資
質
の
向
上
に
も
努
め
よ
。
な
お
、
東
京

都
の
下
水
道
汚
職
事
件
の
関
係
会
社
は
、
区
で
も

同
様
な
事
件
を
起
こ
し
た
こ
と
が
あ
る
。
厳
正
に

処
分
す
る
よ
う
要
望
す
る
。

助
役
　
施
設
間
の
連
携
を
図
り
た
い
。
指
導
員
の

養
成
な
ど
、
援
助
を
進
め
る
。
家
事
援
助
や
一
時

保
護
の
身
近
な
事
務
や
機
能
を
、
地
域
行
政
の
推

進
に
あ
わ
せ
福
祉
事
務
所
に
移
管
す
る
な
ど
、
福

祉
の
体
系
化
に
努
め
て
い
き
た
い
。
セ
ン
タ
ー
は
、

障
害
者
施
設
、
医
療
機
関
な
ど
と
の
連
携
を
図
り
、

障
害
者
福
祉
の
核
と
な
る
よ
う
努
め
る
。
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2
日
目
の
本
会
議
で
は
、
n
人
の
議
員
が
区
政

を
め
ぐ
る
諸
課
題
に
つ
い
て
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

領
域
O
と
に
ま
と
め
、
そ
の
要
旨
を
お
伝
え
し
ま

す
。

葡
） 「r

　
「

　
’
・
殉
α

財
源
の
確
保
に
努
め

施
策
の
充
実
を
図
れ

民
社
・
無
ク
　
国
際
化
、
高
齢
化
な
ど
社
会
情
勢

の
変
化
に
対
応
し
、
区
独
自
の
施
策
を
進
め
る
た

め
に
は
、
十
分
な
財
源
の
確
保
が
必
要
だ
。
現
行

の
都
区
財
政
調
整
制
度
は
、
2
3
区
の
行
政
水
準
の

均
衡
を
図
る
目
的
も
あ
る
が
、
各
区
の
新
た
な
行

政
需
要
に
も
交
付
金
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
見
直
せ
。

区
長
　
緑
化
事
業
、
道
路
新
設
拡
幅
事
業
な
ど
、

新
た
な
事
業
に
も
財
源
が
交
付
さ
れ
る
よ
う
、
都

へ
積
極
的
に
働
き
か
け
て
い
く
。

社
会
　
国
が
委
任
す
る
事
務
を
自
治
体
が
拒
否
し

た
場
合
、
裁
判
な
し
で
国
が
代
執
行
で
き
る
制
度

は
、
地
方
自
治
の
根
幹
を
ゆ
る
が
す
も
の
だ
。
導

入
を
も
く
ろ
む
自
治
法
改
正
案
の
廃
案
に
向
け
、

関
係
機
関
に
強
力
に
働
き
か
け
よ
。

区
長
　
地
方
自
治
の
本
旨
を
損
な
う
お
そ
れ
の
あ

る
制
度
の
運
用
は
、
行
わ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
と

考
え
て
い
る
。

行
革
柵
番
　
区
は
、
5
0
億
の
巨
費
を
投
じ
て
、
北

沢
タ
ウ
ン
ホ
ー
ル
の
建
設
に
着
手
し
よ
う
と
し
て

い
る
が
、
土
地
の
一
部
を
提
供
す
る
小
田
急
バ
ス

と
の
権
利
関
係
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
の
は

問
題
だ
。
地
方
自
治
法
の
う
え
か
ら
も
、
区
の
財

産
で
あ
る
建
物
に
、
私
人
の
所
有
権
を
認
め
る
こ

と
は
、
法
に
違
反
す
る
疑
い
が
あ
る
。
営
利
企
業

で
あ
る
こ
と
か
ら
生
じ
る
問
題
点
も
あ
る
。
ま
た
、

当
初
の
共
同
事
業
化
の
方
針
が
、
急
に
単
独
事
業

に
変
更
さ
れ
た
理
由
も
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。

こ
う
し
た
諸
問
題
を
抱
え
た
ま
ま
建
設
を
進
め
る

こ
と
は
、
区
民
の
立
場
か
ら
は
許
さ
れ
な
い
。
将

来
に
禍
根
を
残
さ
な
い
よ
う
、
区
は
、
慎
重
に
検

討
せ
よ
。

助
役
　
小
田
急
バ
ス
と
の
権
利
関
係
に
つ
い
て
は
、

既
に
、
基
本
協
定
を
交
わ
し
て
い
る
。
タ
ウ
ン
ホ

ー
ル
の
建
設
は
、
区
が
単
独
事
業
と
し
て
進
め
て

い
く
。

社
会
　
自
然
に
恵
ま
れ
た
区
民
健
康
村
が
、
区
民

の
ふ
る
さ
と
、
健
康
づ
く
り
の
場
と
な
る
よ
う
、

余
暇
利
用
施
設
の
充
実
に
努
め
よ
。

助
役
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
ゲ
レ
ン
デ

な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備
を
進
め
て
い
く
。

　
　
　
　
　
　
　
住
民
参
加
に
よ
る

　
　
　
　
　
　
　
地
域
行
政
の
実
現
を

社
会
　
住
民
参
加
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
基
本
に

地
域
行
政
の
実
現
に
取
り
組
め
。
地
域
事
務
所
は
、

住
民
生
活
の
拠
点
と
し
て
機
能
す
る
よ
う
、
準
備

に
万
全
を
期
せ
。
出
張
所
機
能
の
拡
充
も
重
要
だ
。

気
軽
に
利
用
で
き
る
相
談
窓
口
、
区
民
交
流
の
場

と
も
な
る
よ
う
整
備
せ
よ
。

区
長
　
助
役
　
地
域
事
務
所
の
開
設
に
向
け
、
実

施
計
圃
を
策
定
し
、
強
力
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

区
民
が
親
し
み
や
す
い
身
近
な
行
政
機
関
と
し
て
、

確
立
し
た
い
。

自
民
　
商
業
の
振
興
に
は
、
交
通
環
境
、
道
路
整

備
な
ど
の
都
市
基
盤
の
整
備
が
不
可
欠
だ
。
京
王

線
沿
線
で
は
、
連
続
立
体
化
事
業
の
遅
れ
が
商
店

街
の
活
性
化
の
障
害
と
な
っ
て
い
る
。
都
の
立
体

事
業
調
査
を
含
め
、
今
後
の
見
通
し
を
示
せ
。
立

体
化
の
実
現
を
め
ざ
し
、
積
極
的
に
努
力
す
る
と

と
も
に
、
商
店
街
の
振
興
策
を
強
力
に
進
め
よ
。

桜
上
水
駅
な
ど
の
踏
切
闇
題
に
も
取
り
組
め
。
明

大
前
駅
周
辺
で
は
、
再
開
発
、
補
助
嗣
号
線
の
整

備
を
促
進
せ
よ
。

助
役
　
都
市
整
備
部
長
　
都
の
調
査
結
果
を
ふ
ま

え
、
検
討
を
進
め
た
い
。
地
域
の
振
興
を
め
ざ
し
、

沿
線
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
の
調
査
を
行

っ
て
い
る
。
こ
の
調
査
に
基
づ
き
、
構
想
を
策
定

し
、
地
域
住
民
と
連
携
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

踏
切
解
消
の
構
想
を
ま
と
め
、
地
元
と
協
議
し
て

い
き
た
い
。
駅
前
広
場
な
ど
の
整
備
を
検
討
す
る

と
と
も
に
、
道
路
整
備
も
進
め
て
い
く
。

公
明
　
指
定
保
存
樹
木
に
よ
り
、
日
照
阻
害
や
落

葉
な
ど
の
被
害
を
受
け
る
周
辺
住
民
に
対
し
、
対

策
を
講
じ
よ
。

生
活
環
境
部
長
　
区
民
の
理
解
、
協
力
が
得
ら
れ

る
よ
う
、
P
R
に
努
め
て
い
く
。

　
　
　
　
　
　
　
婦
人
の
意
識
を
高
め
る

　
　
　
　
　
　
　
施
策
を
充
実
せ
よ

公
明
　
婦
人
の
地
位
向
上
と
平
和
意
識
の
高
揚
を

図
る
た
め
、
海
外
派
遣
事
業
の
拡
大
に
努
め
よ
。

ま
ち
づ
く
り
を
担
う
人
材
の
育
成
も
大
切
だ
。
国

内
交
流
を
積
極
的
に
推
進
せ
よ
。
計
画
中
の
婦
人

情
報
セ
ン
タ
ー
は
、
幅
広
い
二
ー
ズ
に
応
え
ら
れ

る
婦
人
の
活
動
拠
点
と
し
て
整
備
せ
よ
。

助
役
　
国
際
化
に
対
応
し
、
今
後
も
派
遣
事
業
を

進
め
て
い
く
。
国
内
交
流
事
業
は
検
討
し
て
み
た

い
。
婦
人
情
報
セ
ン
タ
ー
は
、
婦
人
問
題
懇
話
会

で
の
協
議
内
容
を
ふ
ま
え
、
基
本
構
想
を
策
定
し

て
い
く
。

共
産
　
地
価
高
騰
な
ど
で
、
高
齢
者
の
住
宅
問
題

が
深
刻
化
し
て
い
る
。
高
齢
者
向
け
借
上
庄
宅
の

早
期
実
現
と
供
給
戸
数
の
拡
大
に
努
め
よ
。
住
宅

斡
旋
制
度
の
導
入
も
急
げ
。
ま
た
、
障
害
者
の
住

宅
の
確
保
に
積
極
的
に
取
り
組
め
。

助
役
　
玉
川
・
世
田
谷
地
域
へ
の
設
置
に
努
め
る

と
と
も
に
、
戸
数
の
拡
大
も
検
討
し
て
み
た
い
。

斡
旋
制
度
の
実
現
に
努
め
て
い
く
。
障
害
者
の
借

上
住
宅
な
ど
に
つ
い
て
も
検
討
を
進
め
た
い
。

社
会
　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
集
団
予
防
接
種
は
、

効
果
に
疑
問
が
も
た
れ
、
接
種
率
も
大
幅
に
低
下

し
て
い
る
。
接
種
の
あ
り
方
を
見
直
せ
。

衛
生
部
長
　
都
と
2
3
区
の
間
で
検
討
を
進
め
て
い

る
。

公
明
　
介
護
人
の
高
齢
化
、
核
家
族
化
の
進
行
に

伴
い
、
在
宅
介
護
人
の
不
足
が
深
刻
な
問
題
だ
。

福
祉
を
支
え
る
マ
ン
パ
ワ
ー
を
確
保
す
る
た
め
、

介
護
人
の
養
成
シ
ス
テ
ム
を
確
立
せ
よ
。

福
祉
部
長
　
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
努
め

る
と
と
も
に
、
家
庭
奉
仕
員
研
修
を
通
じ
て
介
護

技
術
の
普
及
に
努
め
た
い
。

轡
伽
き
整
備
し

鋤
区
民
の
安
全
を
守
れ

共
産
　
砧
公
園
周
辺
で
は
、
駐
車
場
不
足
か
ら
交

通
渋
滞
を
招
く
な
ど
、
交
通
環
境
が
悪
化
し
て
い

る
。
清
掃
工
場
な
ど
の
休
日
の
駐
車
場
利
用
を
都

に
働
き
か
け
よ
。
相
互
通
行
と
な
っ
た
美
術
館
北

側
道
路
の
交
通
事
故
防
止
と
、
信
号
機
の
設
置
に

取
り
組
め
。

士
木
部
長
　
交
通
環
境
の
整
備
に
向
け
、
地
元
、

関
係
機
関
と
協
議
し
て
い
き
た
い
。
事
故
防
止
対

策
を
更
に
進
め
て
い
く
。

自
民
　
南
北
交
通
網
の
整
備
に
向
け
、
道
路
整
備

を
強
力
に
進
め
よ
。
さ
ら
に
、
環
8
へ
の
新
交
通

シ
ス
テ
ム
の
早
期
導
入
を
め
ざ
し
、
関
係
機
関
と

の
連
携
を
強
化
し
て
積
極
的
に
取
り
組
め
。

助
役
　
都
市
計
画
道
路
の
事
業
化
を
促
進
す
る
。

関
係
区
と
協
力
し
て
都
に
働
き
か
け
て
い
く
。

社
会
　
三
軒
茶
屋
の
再
開
発
は
、
周
辺
住
民
の
合

意
を
得
て
進
め
よ
。
開
発
が
も
た
ら
す
日
照
・
電

波
障
害
、
地
価
高
騰
な
ど
の
影
響
に
ど
う
取
り
組

ん
で
い
く
の
か
。
再
開
発
地
区
北
側
も
含
め
た
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
せ
よ
。

助
役
　
都
市
整
備
部
長
　
計
画
内
容
の
周
知
に
努

め
て
き
た
。
乱
開
発
を
防
ぐ
土
地
利
用
計
画
を
考

え
て
い
る
。
協
議
会
の
設
置
を
働
き
か
け
る
。

自
民
　
狭
あ
い
道
路
の
解
消
は
急
務
の
課
題
だ
。

建
築
申
請
時
に
、
十
分
な
道
路
幅
を
確
保
す
る
セ

ッ
ト
バ
ッ
ク
指
導
を
公
平
に
徹
底
し
、
P
R
も
強

化
せ
よ
。
ま
た
、
道
路
の
す
み
切
り
や
交
差
点
の

改
善
な
ど
、
交
通
安
全
対
策
に
取
り
組
め
。

建
築
・
士
木
部
長
　
窓
口
で
の
指
導
や
P
R
に
努

め
る
。
安
全
な
街
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
。

公
明
　
都
が
計
画
す
る
玉
川
浄
水
場
へ
の
公
園
の

設
置
は
、
コ
ン
ペ
方
式
で
行
う
よ
う
働
き
か
け
よ
。

奥
沢
地
域
へ
の
公
園
設
置
に
取
り
組
め
。
九
品
仏

川
緑
道
は
、
地
区
計
圃
に
あ
わ
せ
て
整
備
せ
よ
。

助
役
　
都
と
協
議
し
、
多
様
な
方
式
を
検
討
し
た

い
。
区
内
の
公
園
配
置
計
画
を
策
定
し
、
整
備
に

努
め
る
。
ま
ち
づ
く
り
の
視
点
か
ら
考
え
て
い
く
。

生
活
ク
　
緑
と
水
の
う
る
お
い
の
あ
る
ま
ち
世
田

谷
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
水
の
循
環
を
取
り
戻

す
こ
と
が
重
要
だ
。
雨
水
の
地
下
浸
透
事
業
を
積

極
的
に
進
め
、
地
下
水
を
確
保
せ
よ
。
谷
戸
川
の

失
わ
れ
た
清
流
の
復
活
を
め
ざ
し
、
水
辺
環
境
の

整
備
に
取
り
組
め
。
さ
ら
に
、
水
源
確
保
に
向
け
、

上
流
地
域
の
地
下
水
調
査
も
実
施
せ
よ
。
だ
れ
も

が
安
心
し
て
歩
け
る
散
歩
道
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
計

画
せ
よ
。
学
校
教
育
の
な
か
で
、
水
資
源
の
現
況

を
学
習
さ
せ
る
な
ど
、
意
識
の
啓
発
に
取
り
組
め
。

水
循
環
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
設
置
し
て
、
水

と
緑
を
取
り
戻
す
施
策
を
総
合
的
に
展
開
せ
よ
。

区
長
　
教
育
長
　
士
木
部
長
　
地
下
浸
透
設
備
の

普
及
に
努
め
る
。
区
民
の
生
活
環
境
を
守
る
た
め
、

自
然
環
境
の
保
全
に
努
め
て
い
く
。
谷
戸
川
の
浄

化
方
法
を
研
究
し
て
み
た
い
。
学
習
を
通
じ
て
、

水
間
題
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
く
。
国
や
都
と
連

携
し
て
、
水
や
緑
の
回
復
に
努
め
て
い
き
た
い
。

公
明
　
丸
子
川
の
水
辺
環
境
を
整
備
す
る
た
め
、

河
川
浄
化
、
水
量
の
確
保
に
積
極
的
に
取
り
組
め
。

溢
水
対
策
に
は
万
全
を
期
せ
。
ま
た
、
老
朽
化
し

た
護
岸
の
補
修
に
努
め
よ
。

士
木
部
長
　
区
民
が
水
に
親
し
め
る
よ
う
、
更
に

整
備
を
進
め
て
い
く
。

自
民
　
引
き
取
り
手
の
な
い
放
置
自
転
車
を
有
効

に
再
利
用
す
る
た
め
、
自
転
車
店
を
通
じ
た
販
売
、

福
祉
団
体
へ
の
寄
贈
な
ど
を
検
討
せ
よ
。

士
木
部
長
　
授
産
施
設
で
の
再
生
を
含
め
、
リ
サ

イ
ク
ル
の
方
策
を
考
え
た
い
。

・
融
～

心
身
と
も
に
健
全
な

“
人
づ
く
り
”
を

自
民
　
国
際
化
や
情
報
化
が
進
む
な
か
、
豊
か
な

心
を
も
っ
た
心
身
と
も
に
健
全
な
”
人
づ
く
り
”

が
重
要
だ
。
学
校
教
育
で
は
、
教
師
の
意
欲
や
資

質
の
向
上
を
図
る
た
め
、
区
独
自
の
研
修
を
更
に

充
実
せ
よ
。
生
涯
教
育
の
充
実
に
向
け
、
区
内
の

大
学
と
の
連
携
を
深
め
、
研
究
者
な
ど
の
人
材
を

活
用
す
る
方
策
を
考
え
よ
。
区
民
が
気
軽
に
ス
ポ

ー
ツ
に
親
し
め
る
よ
う
、
運
動
場
な
ど
の
施
設
整

備
に
も
取
り
組
め
。
さ
ら
に
、
地
域
で
の
ス
ポ
ー

ツ
指
導
員
の
養
成
や
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
育
成
に

力
を
入
れ
よ
。

教
育
長
　
教
育
会
館
を
中
心
と
し
て
、
教
師
の
研

修
体
系
を
積
極
的
に
整
備
し
て
い
く
。
区
内
の
大

学
に
協
力
を
求
め
、
公
開
講
座
な
ど
区
民
に
対
す

る
学
習
の
機
会
の
拡
大
に
努
め
て
い
き
た
い
。
体

育
施
設
の
整
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、
指
導
員
の

養
成
や
地
域
ク
ラ
ブ
の
育
成
に
力
を
入
れ
、
地
域

に
根
ざ
し
た
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
努
め
る
。

民
社
・
無
ク
　
学
校
警
備
の
機
械
化
は
、
人
件
費

な
ど
、
大
幅
な
経
費
の
節
約
や
、
広
い
校
内
の
常

時
監
視
を
可
能
に
す
る
な
ど
、
現
在
の
警
備
員
制

度
に
比
べ
、
そ
の
メ
リ
ッ
ト
は
大
き
い
。
警
備
職

員
の
配
置
転
換
に
は
、
き
め
細
か
く
配
慮
す
る
な

ど
、
精
力
的
に
職
員
団
体
と
の
協
議
を
進
め
、
早

期
実
現
に
努
め
よ
。

教
育
長
　
機
械
化
に
向
け
、
職
員
団
体
と
の
協
議

を
更
に
重
ね
て
い
く
。
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開かれる予定です第3回区議会定例会は9月19日～26日の間
㎜
区
長
の
区
議
会
招
集
　
　
㎜

㎜
　
　
あ
い
さ
つ
（
要
旨
）
…

㎜
　
新
基
本
計
画
の
実
現
を
　
　
　
　
㎜

㎜
　
　
　
　
　
　
着
実
に
推
進
…

㎜
　
「
新
基
本
計
画
」
も
2
年
目
を
迎
え
、
区
民
㎜

㎜
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
各
事
業
が
着
実
㎜

㎜
に
進
展
し
て
お
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
…

㎜
　
重
度
で
、
重
複
の
障
害
を
も
つ
方
々
を
対
㎜

㎜
象
と
す
る
通
所
施
設
、
三
宿
つ
く
し
ん
ぽ
ホ
㎜

㎜
ー
ム
が
、
関
係
者
の
方
々
の
O
協
力
の
も
と
、
㎜

㎜
全
国
で
も
初
め
て
実
現
い
た
し
ま
し
た
。
ま
㎜

㎜
た
、
在
宅
援
助
事
業
の
中
心
的
施
設
と
な
る
㎜

㎜
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
建
設
も
進
ん
で
お
り
、
㎜

㎜
心
身
障
害
者
の
自
立
と
社
会
参
加
を
支
え
る
㎜

㎜
福
祉
施
策
を
更
に
充
実
し
て
ま
い
り
ま
す
。
　
㎜

…
　
教
育
セ
ン
タ
ー
・
中
央
図
書
館
は
、
名
称
㎜

㎜
を
「
教
育
会
館
」
と
し
、
7
月
の
開
館
に
向
…

㎜
け
準
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
未
来
の
文
化
㎜

㎜
を
担
う
子
ど
も
と
大
人
が
、
共
に
学
び
、
ふ
㎜

㎜
れ
あ
う
場
と
し
て
区
民
の
皆
さ
ん
に
広
く
親
…

㎜
し
ま
れ
る
よ
う
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。
　
　
㎜

㎜
　
地
域
行
政
の
推
進
で
は
、
北
沢
タ
ウ
ン
ホ
㎜

㎜
ー
ル
の
建
設
に
つ
い
て
小
田
急
バ
ス
株
式
会
㎜

㎜
社
と
の
間
に
、
基
本
合
意
が
成
立
し
ま
し
た
。
㎜

㎜
今
後
は
、
地
域
事
務
所
の
建
設
と
あ
わ
せ
、
　
㎜

㎜
組
織
体
制
の
再
編
な
ど
「
地
域
行
政
実
施
計
㎜

㎜
画
」
の
作
成
を
急
い
で
ま
い
り
ま
す
。
　
　
㎜

…
　
三
軒
茶
屋
の
再
開
発
で
は
、
旧
世
田
谷
郵
…

㎜
便
局
跡
地
を
含
む
工
区
で
権
利
者
と
の
間
に
㎜

…
大
枠
の
合
意
が
成
立
し
、
都
市
計
画
決
定
の
㎜

…
手
続
き
の
段
階
に
達
し
ま
し
た
。
こ
の
地
区
㎜

…
の
活
性
化
は
、
区
全
体
の
発
展
を
図
る
う
え
…

㎜
で
重
要
な
意
義
を
も
っ
て
お
り
、
引
き
続
き
㎜

㎜
計
画
の
推
進
に
全
力
を
あ
げ
て
ま
い
り
ま
す
。
㎜

…
　
地
価
の
高
騰
か
ら
区
民
の
暮
ら
し
を
守
り
、
㎜

…
良
好
な
住
宅
と
庄
環
境
を
確
保
し
て
い
く
こ
㎜

㎜
と
は
、
重
要
な
課
題
で
あ
り
ま
す
。
庁
内
プ
㎜

㎜
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
や
、
専
門
家
で
構
成
す
㎜

…
る
「
土
地
・
住
宅
問
題
懇
談
会
」
を
設
置
し
㎜

…
て
、
総
合
的
な
検
討
を
行
う
こ
と
と
い
た
し
㎜

㎜
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

㎜
　
特
別
区
制
度
改
革
で
は
、
国
の
地
方
制
度
㎜

㎜
調
査
会
の
審
議
に
お
い
て
、
残
念
な
が
ら
結
㎜

㎜
論
が
得
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
早
期
に
改
革
㎜

㎜
へ
向
け
た
答
申
が
出
さ
れ
る
よ
う
、
P
R
活
㎜

㎜
動
を
更
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
㎜

㎜
　
な
お
、
東
京
都
発
注
の
下
水
道
工
事
に
お
㎜

…
け
る
不
祥
事
件
発
生
の
報
道
に
伴
い
、
改
め
㎜

㎜
て
、
職
員
の
綱
紀
、
服
務
規
律
の
徹
底
を
図
㎜

㎜
っ
て
ま
い
る
所
存
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
㎜

　
皆
さ
ん
か
ら
出
さ
れ
た
請
願
の
審
議
経
過
な
ど

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

審
議
が
終
わ
っ
た
も
の

■
取
下
承
認
1
件

◇
失
対
就
労
者
の
年
末
手
当
等
に
関
す
る
請
願

新
た
に
付
託
さ
れ
た
も
の

1
企
画
総
務
委
員
会
へ
付
託
　
1
0
件

O
名
称
・
形
式
を
問
わ
ず
新
大
型
間
接
税
の
導
入

に
反
対
す
る
請
願

O
名
称
・
形
式
を
問
わ
ず
大
型
間
接
税
の
導
入
に

　
反
対
す
る
国
へ
の
意
見
書
提
出
を
求
め
る
請
願

○
名
称
・
形
式
を
問
わ
ず
大
型
間
接
税
の
導
入
に

　
反
対
す
る
国
へ
の
意
見
書
提
出
を
求
め
る
請
願

O
名
称
・
形
式
を
問
わ
ず
大
型
間
接
税
の
導
入
に

反
対
す
る
請
願

O
名
称
・
形
式
を
問
わ
ず
大
型
間
接
税
の
導
入
に

反
対
す
る
請
願

O
名
称
・
形
式
を
問
わ
ず
大
型
間
接
税
の
導
入
に

反
対
す
る
請
願

○
名
称
・
形
式
を
問
わ
ず
大
型
間
接
税
の
導
入
に

反
対
す
る
請
願

O
名
称
・
形
式
を
問
わ
ず
大
型
間
接
税
の
導
入
に

反
対
す
る
請
願

○
名
称
・
形
式
を
闇
わ
ず
新
大
型
間
接
税
の
導
入

に
反
対
す
る
請
願

○
大
型
間
接
税
導
入
に
反
対
す
る
請
願

■
福
祉
保
健
委
員
会
へ
付
託
　
1
件

○
民
間
保
育
園
定
員
未
充
足
へ
の
助
成
費
に
関
す

る
請
願

■
都
市
整
備
委
員
会
へ
付
託
　
1
1
件

○
仮
称
粕
谷
マ
ン
シ
ョ
ン
新
築
工
事
計
画
反
対
に

　
関
す
る
陳
情
（
粕
谷
3
丁
目
3
0
）

○
仮
称
上
野
毛
住
宅
の
建
設
計
画
に
関
す
る
請
願

　
（
上
野
毛
1
丁
目
2
3
）

○
ワ
ン
ル
ー
ム
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
反
対
に
関
す
る

　
請
願
（
若
林
3
丁
目
n
）

O
羽
根
木
公
園
常
設
野
外
ス
テ
ー
ジ
（
舞
台
）
建

　
設
に
関
す
る
請
願

O
粕
谷
3
丁
目
桜
並
木
保
存
に
関
す
る
陳
情

○
仮
称
梅
ケ
丘
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
に
関
す
る
請
願

　
（
梅
丘
3
丁
目
n
）

○
失
対
就
労
者
の
夏
期
手
当
等
に
関
す
る
請
願

○
永
田
ビ
ル
建
築
計
画
に
関
す
る
請
願
（
世
田
谷

1
丁
目
2
0
）

O
超
高
層
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
建
設
の
中
止
を
求
め
る

　
請
願
（
三
軒
茶
屋
地
区
）

○
市
街
地
再
開
発
事
業
に
関
す
る
陳
情
（
三
軒
茶

　
屋
・
太
子
堂
4
丁
目
地
域
）

〇
三
軒
茶
屋
の
再
開
発
に
関
す
る
陳
情

1
交
通
対
策
委
員
会
へ
付
託
　
3
件

O
東
急
目
蒲
線
・
大
岡
山
5
号
踏
切
閉
鎖
計
画
の

　
中
止
を
求
め
る
請
願

〇
二
子
玉
川
園
駅
の
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
設
置
と
大

　
井
町
線
の
改
善
に
関
す
る
請
願

O
東
急
目
蒲
線
大
岡
山
5
号
踏
切
閉
鎖
計
画
の
中

止
を
求
め
る
陳
情

■
■
國
請
願
を
提
出
さ
れ
る
方
へ
』
■
■

　
区
民
の
皆
さ
ん
が
、
区
政
な
ど
に
つ
い
て

区
議
会
に
要
望
で
き
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
を
「
講
願
」
と
い
い
ま
す
。

　
提
出
さ
れ
た
請
願
は
、
そ
れ
ぞ
れ
担
当
の

委
員
会
で
審
査
さ
れ
ま
す
。
審
査
の
結
果
、

講
願
を
採
択
す
る
と
、
区
長
に
請
願
書
を
送

付
し
た
り
、
関
係
機
関
に
意
見
書
や
要
望
書

を
提
出
し
た
り
し
て
、
解
決
を
図
る
よ
う
求

め
ま
す
。

　
な
お
、
請
願
に
は
議
員
の
紹
介
が
必
要
で

す
が
、
そ
れ
が
な
い
場
合
は
「
陳
情
」
と
な

り
ま
す
。

請
　
願
　
の
　
提
出
　
方
法

①
請
願
は
文
書
で
出
し
て
く
だ
さ
い
。

②
題
名
、
要
旨
、
理
由
を
書
い
て
く
だ
さ
い
。

・
内
容
は
、
な
る
べ
く
区
の
仕
事
に
関
す
る

　
も
の
か
、
国
な
ど
に
意
見
書
を
出
し
て
解

　
決
を
求
め
る
よ
う
な
、
地
域
の
公
益
に
関

　
す
る
も
の
に
し
て
く
だ
さ
い
。

・
要
旨
は
重
要
な
部
分
な
の
で
、
理
由
や
説

　
明
を
は
っ
き
り
書
い
て
く
だ
さ
い
。
二
つ

　
以
上
の
説
明
を
入
れ
る
と
き
は
、
な
る
べ

　
く
ω
…
…
、
㈹
…
…
、
の
よ
う
に
箇
条
書

　
き
に
し
て
く
だ
さ
い
。

・
施
設
の
建
設
な
ど
場
所
に
関
す
る
請
願
に

　
は
、
案
内
図
、
略
図
な
ど
の
参
考
資
料
を

　
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

③
提
出
年
月
日
、
請
願
者
の
住
所
、
氏
名
を

　
記
入
し
、
押
印
し
て
く
だ
さ
い
。

・
住
所
、
氏
名
は
、
審
査
結
果
を
通
知
す
る
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帆
触
丼
　
ず
　
　
づ
こ
［

麟
．
、
．
㍗
繍
亭
、
潔
露
．
煽
旨
、
縫
Ψ
ー
劇
難
蘇
　
〆
餐
一

も
り
　
　
　
　
た
　
は
　
た
　
　
　
か
ら
す
や
ま

森
と
田
畑
の
烏
山
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
　
　
そ
だ
　
　
　
　
　
　
　
さ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
子
育
て
の
里

　
　
　
ぷ
ん
　
さ
く
ら
い
ま
さ
の
ぶ
　
　
え
　
　
や
な
き
は
ら
ま
さ
こ

　
　
　
文
・
桜
井
正
信
絵
・
柳
原
雅
子

　
あ
る
と
き
、
ま
だ
韓
が
あ
け
な
い
畦
い
う
ち
か

ら
、
烏
山
柚
の
ヨ
養
の
魏
の
戸
を
、
た
た
く
溜
が

い
ま
し
た
。

「
四
谷
の
鞭
騒
の
蔀
で
す
が
」

　
鞍
屋
と
跡
い
て
、
三
吉
と
舞
の
と
め
は
、
以
献

ゼ
ヒ
と
　
　
ビ
ヒ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
な
し
み
ご
つ

里
子
と
し
て
育
て
た
こ
と
の
あ
る
久
蔵
に
、
な
に

か
あ
っ
た
の
か
と
あ
わ
て
て
と
び
起
き
ま
し
た
。

「
三
吉
さ
ん
に
ぜ
ひ
と
、
風
那
櫨
が
お
呼
び
で
す
」

　
三
吉
が
、
飛
ぶ
よ
う
に
し
て
四
谷
の
鞍
屋
に
行

っ
て
み
る
と
、
久
蔵
は
興
の
堅
離
で
、
ぐ
っ
た
り

し
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
三
吉
が
、
持
っ
て
き
た

秘
億
の
鍮
を
瓜
う
つ
し
に
働
え
る
と
、
久
蔵
は
し

だ
い
に
冠
簿
に
な
り
ま
し
た
。

　
三
吉
が
鳥
山
に
熈
ろ
う
と
す
る
と
、
久
蔵
も
一
。

緒
に
行
き
た
い
と
、
泣
き
だ
し
ま
し
た
。
し
か
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ

な
く
、
三
吉
は
久
蔵
を
背
お
い
、
鞍
屋
を
あ
と
に

し
ま
し
た
。

　
轍
暗
ほ
ど
た
つ
と
、
久
蔵
は
み
ち
が
え
る
ほ
ど

元
気
に
な
っ
て
、
四
谷
の
実
家
に
戻
り
ま
し
た
。

　
こ
の
話
は
、
四
谷
だ
け
で
な
く
、
江
戸
の
市
中

で
も
評
判
に
な
り
ま
し
た
。
子
ど
も
を
烏
山
に
里

子
に
出
す
と
、
慰
黛
は
な
お
る
し
、
す
く
す
く
育

つ
と
億
え
ら
れ
た
の
で
す
。

器
5
β
鳶
ガ
i
｛
4
｛
－
｛
－
｛
－
響
－
ξ
｛
－
｛
…
．
甕
，
看
｛
－
｛
－
…
考
響
…
望
－
蓄
i
｛
－
｛
4
詳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
臨

　
三
吉
は
、
江
戸
の

人
た
ち
か
ら
、
ぜ
ひ

塁
総
に
と
ず
い
ぶ
ん

た
の
ま
れ
ま
し
た
が
、

「
子
ど
も
を
育
て
る

の
は
、
田
畑
と
同
じ

で
気
が
ぬ
け
な
い
。

命
が
け
だ
」

子
ど
も
は
象
の

家
で
育
て
る
も
の
と
、

け
っ
し
て
里
子
を
あ

ず
か
ろ
う
と
は
し
ま

せ
ん
で
し
た
。

　
そ
れ
で
も
三
吉
は
、

遅
所
の
麗
家
へ
里
子

に
来
て
い
る
子
ど
も

た
ち
が
病
気
に
な
る

と
、
お
し
げ
も
な
く

薬
を
与
え
て
や
り
ま

し
た
。

「
江
戸
の
人
た
ち
は

烏
山
を
、
烏
の
す
む
醸
塁
と
兜
う
が
、
徹
も
田
畑

も
森
も
あ
る
。
小
鳥
た
ち
も
い
る
。
子
ど
も
が
育

つ
に
は
、
こ
の
村
が
い
ち
ば
ん
だ
」

　
三
吉
は
そ
う
言
っ
て
、
田
畑
を
繊
す
こ
と
に
糟

㌶

鯵
》

　
　
　
零

貞

痴｛　　陥　臨ぬ

　　　　　撒　　　　蔽　　　｛　　　齢　　“　点轟　　　　6　　　晶　　　畠　　　｛　　△　　繍　A　癌礁　　　　轟　　　｛　　　楠　　庶　輪隔　　轟　点轟

を
出
し
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
喘

　
江
戸
の
人
た
ち
は
い
つ
し
か
鳥
山
の
こ
と
を
、
轟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ

里
子
に
出
せ
ば
力
夷
に
育
つ
『
子
育
て
の
里
』
と
｛

言
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
熟

野
》
き
き
き
3
き
き
3
き
‘
｝
レ
蓄
き
き
き
き
き
き
｝
雲
レ
き
蓄
蓄
き
き
き
蓄
き
き
3
き
蓄
彦
｝
；
レ
彦
蓄
き
蓄
き
き
3
3
き
き
き
蓄
｝
｝
き
き
｝
≧
レ
き
蓄
き
｝
レ
蓄
レ

　
た
め
に
も
必
要
で
す
か
ら
、
郵
便
番
号
、

　
電
話
番
号
も
書
い
て
く
だ
さ
い
。
法
人
な

　
ど
団
体
の
場
合
は
、
名
称
、
事
務
所
の
所

　
在
地
以
外
に
代
表
者
の
住
所
、
氏
名
、
押

印
が
必
要
で
す
。

。
請
願
者
が
多
い
と
き
は
、
請
願
者
の
宋
尾

　
に
署
名
簿
を
添
え
、
表
紙
に
は
代
表
者
だ

　
け
を
記
載
し
、
外
○
名
と
し
て
く
だ
さ
い
。

④
請
願
奮
に
は
、
紹
介
議
員
｝
人
以
上
の
署

　
名
ま
た
は
記
名
押
印
が
必
要
で
す
。
陳
情

　
書
の
場
合
は
い
り
ま
せ
ん
。

⑤
講
願
書
の
提
出
は
、
な
る
べ
く
区
議
会
に

　
直
接
持
参
さ
れ
る
か
、
紹
介
議
員
を
通
じ

　
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

⑥
講
願
書
は
い
つ
で
も
受
理
し
ま
す
が
、
な

　
る
べ
く
定
例
会
の
開
会
ま
た
は
閉
会
の
5

　
日
ぐ
ら
い
前
ま
で
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

請願書の書き方（例〉

紹
介
議
員
氏
名

　
　
署
名
ま
た
は
記
名
押
印

に
関
す
る
請
願
書

代
表
者
住
所

　
　
　
氏
名
　
　
　
　
印

　
　
　
　
　
　
外
O
名

（表紙）

要
旨

に
関
す
る
請
願
書

理
由

年
月
日

世
田
谷
区
議
会
議
畏

殿

（本　文）

　
　
　
編
』
集
後
，
記
7

0
真
夏
の
強
い
日
差
し
を
浴
び
て
向
日
葵
の
花
が

　
生
き
生
き
と
輝
く
季
節
。
夏
休
み
を
迎
え
た
子

　
ど
も
た
ち
は
、
海
へ
山
へ
と
思
い
き
り
は
ね
を

　
伸
ば
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

○
夏
は
と
か
く
体
調
を
く
ず
し
や
す
い
も
の
で
す
。

　
十
分
に
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

O
請
願
の
提
出
方
法
に
つ
い
て
、
皆
さ
ん
か
ら
の

　
お
問
い
合
わ
せ
も
あ
り
、
今
回
特
集
を
組
み
ま

　
し
た
。
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

O
今
後
も
読
み
や
す
い
区
議
会
だ
よ
り
の
編
集
に

　
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
皆
さ
ん
の
貴
重
な
ご
意

　
見
を
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
O
意
見
、
お

　
問
い
合
わ
せ
は
、
区
議
会
事
務
局
ま
で
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。

　
電
話
（
覗
）
一
一
一
一
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